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1 . 組織の常識 
1 . 1 鎖国 
1 . 2 米本位制 
1 . 3 参勤交代 
1 . 4 世襲と身分制度 (以上第46巻 4 号) 
2 . 成長ゆえの衰退 
2 . 1 武士が武器を独占した社会 
2 . 2 家康を支えた譜代家臣団 
2 . 3 徳川幕府の金, 物, 人 
2 . 4 譜代筆頭井伊家の誇りと挫折 
  (以上第47巻 1 号) 
3 . 変化の気づきと互解 
3 . 1 海外事情 
3 . 2 田沼意次 
3 . 3 蘭学者たち (以上第47巻 2 号) 
4 . 常識の更新 
4 . 1 尊皇攘夷 
4 . 2 志士という名のアジテーター 
4 . 3 適塾と蘭学の行方 
4 . 4 幕末そして維新のあけぼの 
    (以上47巻 3 号) 
Ⅱ. 江戸時代の春夏秋冬 
1 . 春 
1 . 1 最後の戦争 
1 . 2 改易と浪人の激増 (以上47巻 4 号) 
1 . 3 将軍と天皇 
1 . 4 鎖国への道のり (以上本号) 
2 . 夏 
3 . 秋 




1 . 春 










1 . 前政権を握っていた豊臣家を滅ぼし, 徳川
家の世襲による支配を確立した｡ 
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 3 人の将軍の在位期間を見てみると, 家康が 
2 年間, 秀忠が18年間, 家光が28年間とかなり
偏った配分になっている｡ しかし, 将軍職を譲
ってから大御所としてなお君臨した期間を含め
ると, 家康13年, 秀忠27年, 家光28年とかなり
平準化しており, ずいぶん印象が変わってくる｡ 


















上記の 1 と 2 はすでに論じたので, 次に 3 の
天皇との闘争について検討してみよう｡ 
天皇権力との戦いは,  3 代を通じてきわめて






は後水尾 (ごみずのお) 天皇であった｡ この天





主要な事件だけでも , ｢禁中並公家諸法度 
(きんちゅうならびにくげしょはっと)｣ ｢和子 
































た｡ 家康が求めたものは  ｢関白｣ ではなく, 
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1607年, 二代将軍秀忠に第 5 女和子 (まさこ) 
が生まれると, 世間ではたちまち入内 (じゅだ
い) の噂がたったというから, 幕府はその前か
ら入内を画策していたのであろう｡ 和子が 6 歳
になると朝廷と幕府の間で入内の交渉が始まり, 





あった｡  5 月 8 日に江戸を出発した行列は28日
京都の二条城に入った｡ 供の人数は大名20名を
はじめとして約5,000人に達した｡ 














時代に, 半世紀以上天皇 (後に院となる) に寄
































幕府は1613年 ｢勅許紫衣法度｣ を制定し, つ






















































和子が14歳で入内して 3 年後, いよいよ待望
の出産を迎えた｡ しかし, 幕府の切望もむなし
く, 産まれたのは女児であった｡ 和子はこのあ
と二人の男子を含む計 7 人を出産しているが, 
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である｡ やむをえず奈良時代の称徳天皇以来
860年ぶりという女帝を立てざるをえなかった｡ 
和子が産んだ 7 歳の女一宮 (おんないちのみや), 













































1 . 1623年 (元和 9 年) 
2 . 1626年 (寛永 3 年) 























こで 5 日間をすごした｡ この間, 連日にわたっ
て舞楽, 管弦, 能楽などが行われ, 日々酒宴が
催された｡ この時に使われたすべての調度は金




った｡ つまり,  2 度目の上洛は大御所秀忠が天
皇を組み敷いてその権威を天下に見せつけるた
めのものであった｡ 
 3 回目の上洛が行われたのは, 秀忠が死去し
て, 将軍の実権が家光に移った翌年, つまり 
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｢御代替の御上洛  (みよがわりのごじょうら
く)｣ であった｡ この時, 家光は全国の各大名
に軍役の半役をもって上洛の供を命じた｡ この






















しかし, 将軍の上洛は, これが最後となった｡ 
家光はこのあと16年にわたる在位期間中一度も












騎馬, 槍, 鉄砲で武装した軍勢を引き連れ, 江
戸から京都まで約15日ほどかけて行進する ｢上


















和歌, 文学, 立花, 椿, 茶の湯等, 京都の内外
から町人, 僧侶を含む多彩な文化人を招いて幅
広い交遊を楽しんだ｡ 








とえば, 1629年寛永 6 年には半年間に30回以上
の立花の会を開いた｡ 立花の会では, 参加者が
その場で生けた作品を前にして, 院が池坊専好































な造形感覚を見せる ｢舟橋蒔絵硯箱｣ や, 宗達の
下図の上に伊勢物語や方丈記を流麗な筆致を木




























































町人も競って ｢伊達 (だて) くらべ｣ というフ
ァッションを競う風潮に染まってゆく時代, 豪
華な絹の衣装にふんだんにお金をつぎ込んだ｡ 
このため, 和子お気に入りの ｢雁金屋｣ は業
界一の名門呉服商として全盛を誇り, その子供
として, なに不自由なく育ったのが尾形光琳, 
乾山 (けんざん) の兄弟であった｡ 父親の死に
よって家産が傾いたのをきっかけに, 二人は画
家と陶芸家として自立した｡ 光琳は俵屋宗達の
作品に学び, きわめて装飾性の高い ｢燕子花 
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一方, 日本にとってこの間は, ちょうど近世
統一国家形成期の最終局面であり, 鎖国は信長, 



















局面を迎えた｡ この期間ほゞ 1 世紀に及ぶ行き
つ, 戻りつの試行錯誤の期間がここで検討すべ
き課題である｡ 
この 1 世紀, 鉄砲の伝来と普及, 南蛮貿易に
よる西洋文物の流入, キリスト教の急速な布教, 
キリシタン大名の誕生, 少年使節団のバチカン


















一般に, 経時的に記述するこれまでの  ｢歴
史｣ においては, 300年をへだてた 2 つの時代を
比較することは難しい｡ 













あろう｡ その 1 世紀の半分は戦国・安土桃山時
代に, 後の半分は江戸時代に属する｡ そこで, 
鎖国への道のりを検討するためにここでは, 次
の三つのエポックと 5 人の為政者の政策を取り
だしてみることにする｡ ここでは,  5 人の世界
観, 外交戦略が検討の対象になる｡ 
① プレ江戸時代, すなわち, 織田信長, 豊臣
秀吉による西欧文明の受容と拒絶の過程｡ 
② 徳川家康の貿易政策に見る逡巡｡ 
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前は, 信長, 秀吉と南蛮つまりスペイン, ポル
トガルの関係が主軸となって展開した時代であ




























荷物を運ぶ商人, 武士, 茶人, 見物する女達な
ど, さらには天主堂まで描かれている｡ 荷物の











































































































のものが鹿皮, 絹糸, 砂糖, おしろいであった｡ 
なかでも鹿皮は 1 年で30万枚, 40万枚も輸入さ






































































ゆる ｢強きご政務｣ を進めた｡ 
キリシタン政策にこれが典型的にあらわれた｡ 
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包囲されながら 3 ヶ月間もちこたえた｡ 幕府は
当初派遣した板倉重昌が戦死し, 二人目として
筆頭老中松平伊豆守信綱, 別名 ｢智恵伊豆｣ が
派遣され, 兵糧攻めに入った｡ 幕府は一揆勢の
食料がつき, 戦闘能力がなくなるのを待って突





































































を創造し維持するために, 1. 豊臣秀吉の系累, 2. 































とする “揺るぎなき意志” が感じられない｡ つ
まり, 彼は建設者としては失格者と言わざるを
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